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　　　　　塗三

猿

．墾響
　聴螺
勲脚．．．

ﾅ
偽
叫

　
￥
・
　
」
随

醸
ぜ

立

台

碁

客

舞

衣
し
ょ
う
を
つ
け
た
か
わ
い
い
〃
み
こ
”
た
ち
が
「
立
縫
い
の
舞
」
を
ま
う
。

　
海
で
は
、
海
の
男
た
ち
が
勇
壮
な
「
か
い
で
ん
馬
お
ど
り
」
を
お
ど
る
－
：

　
美
々
津
の
お
ま
つ
り
は
、
日
が
く
れ
て
も
に
ぎ
わ
っ
た
…
…
。

秋

の

風
物

韮討

神　と

募父

票誓

董　　す　　つワ
電着

ミ　　お　　わ
　　気

望
　　こ

甥｝l　　b
　　は

ξ　　秋　　ま
　　つ重　　ウ
　　の

窪で

慰

○
…
…
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
…
○

今月の主な内容

2面・3面…新用途地域が決まる

4面・5面…文化功労者に田中重治氏

　　　　　にぎやかにスポーツの祭典
　　　　　秋の火災予防運動始まる

　　　　　飲酒運転を追放しよう

6面・7面…話題を追って

　　　　　各区に防犯連絡所

　　　　　市営住宅入居者募集

8面…………おしらせ
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昭和48年11月号

建
物
も
規
制
さ
れ
ま
す

　
人
口
や
産
業
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
な
わ
れ
る
都
市
で
は
、
放
っ
て
お
く
と
い
ろ
い
ろ
な

建
物
や
工
場
が
無
秩
序
に
ま
じ
り
、
そ
の
結
果
「
騒
音
」
、
「
悪
臭
」
、
「
日
照
妨
害
」
な
ど
に
よ
り
、

生
活
環
境
が
悪
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
都
市
の
機
能
が
混
乱
し
住
み
に
く
い
不
便
な
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
建
物
を
建
て
る
場
合
に
、
お
た
が
い
守
る
べ
き
最
低
限

の
ル
ー
ル
を
決
め
た
も
の
が
「
用
途
地
域
」
の
都
市
計
画
で
す
。

　
今
の
「
用
途
地
域
」
は
、
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
面
が
で
き
た
た
め
、
新
し
い
用

途
地
域
に
改
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
新
し
い
用
途
地
域
に
は
八
つ
の
種
類
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
建
物
の
用

途
や
形
態
に
つ
い
て
制
限
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

「
八
種
類
の
地
域
」
に
つ
い
て
は
別
表
や
略
図
を
み
て
い
た
だ
い
て
、
「
建
物
の
制
限
」
に
つ
い
て
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
新
し
い
用
途
地
域
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

1
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
用
途
に
適
し

　
た
地
域
に
建
物
を
建
設
す
る
よ
う
に

　
す
る
こ
と
。

　
例
で
示
す
と
「
工
業
専
用
地
域
」
　
（

略
図
の
斜
線
部
分
）
に
住
宅
を
建
築
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
逆
に

工
場
は
「
第
一
種
住
宅
専
用
地
域
」
や

難
㌔

「
第
二
種
住
宅
専
用
地
域
」
、
　
「
住
居

地
域
」
内
に
は
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

2
、
建
物
の
日
照
、
日
光
、
通
風
、
開

　
放
感
な
ど
を
保
つ
た
め
容
積
率
（
敷

　
地
面
積
に
対
す
る
建
物
の
延
べ
床
面

　
積
の
割
合
）
の
弼
度
が
定
め
ら
れ
る

　
自
分
の
敷
地
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
敷

地
い
っ
ぱ
い
に
高
層
の
建
築
物
を
つ
く

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
「
第
一
種
住

居
専
用
地
域
」
内
に
住
宅
を
つ
く
る
場

合
を
例
に
す
る
と
三
百
三
十
平
方
材
（

百
坪
）
の
敷
地
に
つ
く
ら
れ
る
住
宅
は

⇔り

@
百
六
十
五
平
方
胡
（
五
十
坪
）
の

　
平
家
（
延
べ
面
積
百
六
十
五
平
方
、
唱
）

ω
　
百
六
十
五
平
方
層
（
五
十
坪
）
の

　
建
面
積
で
総
二
階
ま
で
（
延
べ
面
積

　
三
百
三
十
平
方
凝
）
。

　
ま
た
、
第
一
種
住
居
専
用
地
域
内
の

建
築
物
の
高
さ
の
限
変
は
十
督
と
な
）

ま
す
。
3
、
敷
地
の
な
か
に
必
ず
あ
る
程
度
の

　
空
地
を
と
る
た
め
、
建
ぺ
い
率
（
敷

　
地
面
積
に
対
す
る
建
築
面
積
の
割
舎

）
の
限
度
が
定
め
ら
れ
る
。

　
建
ぺ
い
率
一
1
建
築
物
床
面
積
割
る
敷

地
面
積
。

　
建
ぺ
い
率
も
地
域
ご
と
に
率
が
定
め

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
第
一
種
住
居
専
用

地
域
の
建
ぺ
い
率
は
五
十
智
。
　
（
二
百

平
方
財
の
敷
地
に
は
百
平
方
堵
の
空
地

が
必
要
）
、
第
一
種
住
居
専
用
地
域
は

六
十
欝
（
敷
地
面
積
の
う
ち
四
十
響
が

空
地
）
、
商
業
地
域
で
は
八
十
響
、
工

業
専
用
地
域
で
は
六
十
智
な
ど
と
な
り

ま
す
。
4
、
日
当
り
な
ど
に
配
慮
し
て
、
高
さ

　
の
制
限
、
道
路
や
隣
地
な
ら
び
に
敷

　
地
北
側
の
境
界
か
ら
の
斜
線
制
限
制

　
度
な
ど
定
め
ら
れ
る
。

　
前
に
も
ち
ょ
っ
と
ふ
れ
ま
し
た
が
第

一
種
住
居
専
用
地
域
内
で
の
建
物
の
高

さ
は
十
麿
を
こ
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
北
隣
り
の
日
光
、
日
照
な
ど
を

考
え
て
の
も
の
で
す
。
　
「
斜
線
制
度
」

と
い
う
新
し
い
こ
と
は
が
で
て
ま
い
し

ま
す
が
、
こ
れ
も
日
光
、
日
照
、
通
風

を
考
え
て
の
制
度
で
す
．

　
お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
「
新
用
途
地

域
」
内
の
建
物
の
制
限
は
以
上
の
と
わ

り
で
す
。
用
途
地
域
が
決
ま
る
と
そ
の

制
限
に
反
す
る
建
物
は
建
て
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
建
っ
て
い

る
建
物
で
、
用
途
地
域
が
決
め
ら
れ
た

と
き
、
そ
の
制
限
に
反
す
る
こ
と
と
な

る
い
わ
ゆ
る
「
既
存
不
適
格
建
築
物
」

に
つ
い
て
は
、
建
ぺ
い
率
や
容
積
率
の

限
度
内
で
あ
る
限
り
、
従
前
の
床
面
積

の
一
、
二
倍
ま
で
、
改
築
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
用
途
地
域
の
制
限
に
反
す
る

建
物
で
も
周
辺
の
住
民
の
意
見
を
聞
く

な
ど
一
定
の
手
続
き
を
え
て
、
特
別
に

許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

不
適
格
建
物
は
届
出
を

　
新
用
途
地
域
の
指
定
さ
れ
た
日
（
十

二
月
一
日
の
予
定
）
に
す
で
に
あ
る
建

物
で
、
法
令
に
示
す
基
準
に
合
わ
な
い

建
築
物
の
所
有
者
は
、
そ
の
建
物
に
つ

い
て
県
知
事
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
定
の
範
囲
内
で
増
築
や
機

械
の
馬
力
の
増
設
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま

す
。　
「
新
用
途
地
域
」
の
く
わ
し
い
こ
と

　
な
ど
は
、
市
役
所
都
市
計
画
課
か
建

　
設
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

容積斡糠雛難解（これらの建物はすべてr司じ容積率ほ00％）である）

敷地面積

観三 冠
一一V〔ズー一一一7！『『一一
（これらの建物の建ぺい率はそれぞれ100％、50％、25％となる）
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、
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新しい用途地域の内容

地　　域　　名 指　定　の　目　的 指　定　の　対　象　と　な　る』区　域

1 第一種住居専用地域 低層住宅に係る良好な

Z環境を保護する。

⑤環境良好な1戸建を主とした低層住宅地

Q「Dの住宅地としての開発計画のある区域

「r中高層住宅地、又は中高層住宅と低眉住宅との屍

合している区域

2 中高層住宅に係る良好

ﾈ住環境を保護する，

2特殊商業および工場等の混在が殆んビな、一般的

@な住宅地
… 3　f）を　の住宅塊として開発されるこ二学子思され

る区域

3
｛

　
生
　
　
居
　
　
地
　
　
蟻
1
5

主として住環境の保護

�ﾍかる．

’じ主として住宅地の環填を保全する区域て、事甲所．

@官公署、病院．商店等が混在している住宅地

Q駅周辺等で、主として住宅地として開発されるが、

@非住宅施設も混在して建設される二とが予燈さfし

@る区域

1 近隣の住宅地の住居に 1ショソピングセンター等日営品駈売嘗設力篤増す

4 1　日田商業地域 対する日馬品の供給を

sう商店その他の業鰯

ﾌ利便をはかる．

　る区域

Q商業地域の周辺にある住商混合区域

1宏域言商圏をもつ商桀地で、百貨ぎ　夏禦三馨穴

5
商　　彙　　地　　或

主として商業その他の

ﾆ務の利便をはかる、

　型店詞の婁頓する区域

Q娯楽範殺、風俗営業施設の集項すξΣ畷

3再関発の区域

主として環境の悪化を 1住宅又は商業施設がかなり混在しで，う弩工遮地

6
準　工　業　地　域 もたらすおそれのない

2旧集落地で家内工業が盛んな地域

R道絡沿道で自動車修理工場、倉庫惇自動車関連噸
工業の利便をはかる． 設の輿捜する区域又は集積が予想される区域

7 工　　業　　地　　域 主として工築の利便を

攝iする、

し将果とも、都市性工婁地として残すべき区域

Q工業地壊で許容される工場の集積す5工婁壇ご．

@住宅又は簡業施設が混在している区域

D工業団地、埋立地等工業用地として計面的に開発

8
工『業専用地域

　された区壊

Q住宅の立地を防止し．工藁地として整摘丁べき区

@墳
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文化功労者

んさ治重中田

　
市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
四
十
八
年

度
日
向
肖
文
化
功
労
者
に
田
中
重
治
さ

ん
（
七
十
三
歳
1
1
日
知
屋
江
良
）
を
決

め
、
十
一
月
三
日
の
「
文
化
の
日
」
に

授
賞
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
大
正
十
四
年
日
本
医

学
専
門
学
校
卒
業
後
、
昭
和
三
年
六
月

日
向
市
大
字
日
知
屋
八
、
〇
七
〇
番
地

に
内
科
医
院
を
開
業
、
そ
の
後
昭
和
四

年
学
校
医
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
現
在

ま
で
の
四
十
余
年
間
の
永
き
に
わ
た
う

児
童
生
徒
の
保
健
向
上
に
尽
く
さ
れ
、

ま
た
身
体
の
弱
い
人
や
恵
ま
れ
な
い
人

々
に
は
、
深
く
同
情
を
寄
せ
ら
れ
、
人
間

味
あ
ふ
れ
る
人
柄
は
、
つ
ね
に
地
域
住

民
の
信
望
を
あ
つ
め
、
こ
ん
日
な
お
多

く
の
人
か
ら
敬
慕
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
、
日
本
医
師
会
長
表

彰
。
昭
和
四
十
七
年
、
県
教
育
委
員
会

表
彰
。

　
田
中
さ
ん
は
、
こ
ん
B
ま
て
の
四
十

五
年
間
医
業
ひ
と
す
じ
に
精
励
さ
れ
、

住
民
の
健
康
保
持
と
保
健
衛
生
思
想
の

普
及
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
は
、
多
大
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。

秋
の
叙
勲
に
四
氏

　
昭
和
四
十
八
年
秋
の
叙
勲
て
、
つ
ぎ

の
か
た
が
た
が
晴
れ
の
栄
誉
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。

◇
勲
四
等
瑞
宝
章

　
柏
田
勝
氏
（
7
0
）
（
畑
浦
）
”
地
方
自

　
治
◇
勲
六
等
瑞
宝
章

　
上
原
猛
（
6
0
）
（
江
良
）
一
郵
便
外
務

　
業
務

◇
橋
口
助
治
（
6
4
）
（
南
町
）
1
警
察
功

　
労
◇
勲
七
等
瑞
宝
章

　
児
玉
増
右
衛
門
（
5
7
）
（
切
島
山
一
区

）
一
道
路
舗
修

老
人
ス
ポ
ー
ツ
・
お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
・
青
年
祭
な
ど

　
秋
晴
れ
の
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ
て
、

十
月
二
十
六
日
に
「
日
向
地
区
老
人
ス

f
ー
ソ
大
会
」
が
、
十
一
月
三
日
に
「

お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
大
会
」
が
、
十
一

月
四
日
に
「
青
年
祭
」
が
お
倉
が
浜
運

動
公
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
な
。

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
競
技
や
演

技
で
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
て
い
ま
し

た
。

．
慧
灘
　
、
・
射
触

遜、
潜
凝
欝
驚
聡

に
ぎ
わ
っ
た
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
ま
ず
十
月
二
十
六
日
に
行
な
わ
れ
た

「
日
向
地
区
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に

は
地
元
日
向
市
を
は
じ
め
門
川
町
、
東

郷
町
、
西
郷
村
、
南
郷
村
、
北
郷
村
、

諸
塚
村
、
椎
葉
村
の
一
市
二
町
五
村
か

ら
六
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
が
、
貸

切
り
バ
ス
な
ど
で
運
動
公
園
に
集
ま
り

午
前
十
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
、
約
千

人
の
お
と
し
よ
り
が
正
々
堂
々
入
場
行

動

謬
無
．
無

　
　
　
　
　
　
　
　
舞

（
写
真
上
は
五
十
メ
ー
ト
ル
競
走
、

　
　
　
　
　
　
下
は
余
興
隊
の
お
ど
り
）

進
を
行
な
い
ま
し
た
．

　
各
団
の
代
表
選
手
は
、
〃
若
い
者
に

は
負
け
て
お
れ
な
い
〃
と
、
五
十
層
競

走
、
地
球
こ
ろ
が
し
、
お
じ
や
み
入
れ

安
全
運
転
、
び
ん
た
お
し
、
ボ
ー
ル
投

げ
、
し
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
、
ゆ
っ
く
り

急
い
て
な
ど
の
競
技
に
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
が
珍
プ
レ
ー
な
ど
が
続
出
　
　
。

　
ま
た
昼
食
時
に
は
、
各
市
町
村
の
余

興
隊
が
グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
く
う
出

し
、
い
っ
ぽ
う
で
は
市
内
の
幼
稚
園
の

園
児
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
塩
見
青
年
団
の

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
う
の
特
別
参
加
が
あ
る

な
ど
、
こ
の
大
会
は
一
段
と
盛
り
あ
が

り
、
な
ご
や
か
な
楽
し
い
一
日
で
し
た

　
ま
た
、
こ
と
し
で
第
三
回
目
を
迎
え

た
「
日
向
市
お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
大
会

」
は
、
十
一
月
三
日
に
お
倉
が
浜
運
動

公
園
で
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

　
当
日
は
、
朝
か
ら
強
い
風
　
　
こ
と

し
初
参
加
の
大
王
谷
校
区
を
含
め
て
九

つ
の
校
区
か
ら
集
ま
っ
た
約
三
千
人
の

お
か
あ
さ
ん
が
た
は
、
こ
の
日
ば
か
・
り

ま
家
庭
を
は
な
れ
て
大
ハ
ノ
ス
ゥ

色
と
り
ど
り
の
衣
し
ょ
う
を
つ
け
た
応

援
団
の
声
援
を
う
け
な
が
ら
、
つ
ぎ
つ

ぎ
に
行
な
わ
れ
る
競
技
に
い
っ
し
ょ
う
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け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
大
会
の
最
大
の
呼
び
も
の

で
あ
る
仮
装
行
列
は
、
各
地
区
と
も
装

い
を
こ
ら
し
た
も
の
ば
か
り
・
集
ま
っ

た
人
た
ち
を
笑
い
の
う
ず
に
巻
き
こ
ん

で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
お
と
う
さ
ん
や
子
ど
も

さ
ん
は
、
も
っ
ぱ
ら
ス
タ
ン
ド
か
ら
応

援
・
明
る
い
笑
い
と
な
ご
や
か
な
秋
の

一
日
…
ま
さ
に
お
か
あ
さ
ん
デ
ー
で
し

た
。　
ま
た
、
〃
日
向
市
か
ら
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
の
青
年
を
な
く
そ
う
〃
と
い
う
目
的

で
「
第
四
回
日
向
市
青
年
祭
」
が
十
一

月
四
日
同
じ
お
倉
が
浜
運
動
公
園
で
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
会
場
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
、
野
球
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
柔
剣
道
大
会
な
ど
が
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
大
会
仮
装
行
列

汽
撃

あ｝蔑鑓

ム纏瞳～
　　毬L“
　」』聖　“

砺
苧
饗

議！・

㌔’�O
　丁弟〆争
四華匿f

　　　　　　『　　　　　　一　　　　　　
　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　一　　一『
一

　
こ
と
し
も
ま
た
火
災
の
シ
…
ズ
ン
を

迎
え
て
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二

月
二
日
ま
で
の
七
日
間
、
全
国
い
っ
せ

い
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。　
火
災
で
最
も
お
そ
ろ
し
い
の
は
焼
死

事
故
で
す
。
こ
と
し
日
向
市
内
で
は
、

十
月
末
現
在
で
三
十
一
件
の
火
災
が
発

　
　
　
　
　
　
　
　
生
し
、
七
干
四

　
　
　
　
　
　
　
　
百
十
万
円
が
灰

嚇甕i紅藍縷隣≡＝

一秋の火災予防運動

に
な
っ
て
い
ま

す
．　
幸
い
焼
死
者

は
出
て
い
ま
せ

ん
が
、
他
の
地

方
で
は
、
新
聞

の
社
会
面
に
毎

日
の
よ
う
に
「

一
家
○
人
焼
死

・
：
」
と
か
「

幼
い
兄
弟
逃
げ

お
く
れ
て
焼
け

死
ぬ
・
：
」
と

か
「
体
の
不
自

由
な
老
婆
焼
死

体
て
発
見
」

な
ど
の
悲
し
h

記
事
が
載
っ
て

い
ま
す
。

　
「
あ
の
と
き
も
う
一
度
見
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
」
で
は
お
そ
す
ぎ
る
の
で
す

　
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
や
不
始
末
、
不
注
意
か
ら
起
き

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
火
災
が
い

か
に
恐
ろ
し
い
か
と
い
う
こ
と
を
再
認

識
し
、
近
づ
く
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

て
万
全
の
防
火
対
策
を
立
て
て
お
き
ま

し
ょ
う
．

　
市
消
防
署
て
は
、
各
家
庭
て
の
火
の

取
り
扱
い
や
後
始
末
に
じ
ゅ
う
ふ
ん
注

意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

◎
火
災
予
防
運
動
重
点
事
項

　
○
家
庭
に
お
け
る
火
災
予
防

ω
老
人
、
病
人
、
子
ど
も
は
、
二
階
ま

　
た
は
出
入
口
か
ら
離
れ
た
場
所
な
ど

　
避
難
困
難
な
場
所
に
は
就
寝
さ
せ
な

　
い
。
0
正
し
い
喫
煙
マ
ナ
：
の
徹
底
を
は
か

　
り
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
寝
た
は

　
こ
の
防
止
を
は
か
る
。

㈹
各
家
庭
に
は
必
ず
消
火
器
を
備
え
つ

　
け
る
と
と
も
に
、
消
火
器
の
正
し
い

　
取
り
扱
い
と
維
持
管
理
の
徹
底
を
は

　
か
る
。

ω
風
呂
、
か
ま
ど
、
カ
ス
器
具
、
ス
ト

　
…
ブ
、
電
熱
器
三
等
は
、
つ
ね
に
点

　
検
し
破
損
や
故
障
は
、
た
だ
ち
に
修

　
理
す
る
。

6
ス
ト
ー
フ
や
コ
ン
ロ
等
、
火
を
使
用

　
す
る
器
具
は
、
ほ
か
の
物
品
に
燃
え

　
移
ら
な
い
安
全
な
場
所
に
置
く
。

⑥
万
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
際

　
の
通
報
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
容
易

　
に
通
報
が
で
き
る
よ
う
あ
ら
か
し
め

　
隣
近
所
と
話
し
合
っ
て
お
く
。

　
○
旅
館
、
病
院
、
百
貨
店
、

　
　
地
下
街
に
お
け
る
火
災
予
防

ω
消
防
用
設
備
等
の
点
検
を
行
な
う

ω
避
難
路
の
確
保

㈲
避
難
訓
練
の
実
施

　
○
工
場
、
作
業
場
の
火
災
予
防

ω
危
険
物
等
の
施
設
の
自
主
点
検

②
従
業
員
等
∂
保
安
教
育
の
実
施

◎
な
お
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
本

市
で
実
施
さ
れ
る
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お

り
て
す
。

▽
消
防
団
員
に
よ
る
防
火
査
察
の
実
施

▽
ひ
と
り
暮
ら
し
家
庭
の
防
火
査
察
の

　
実
施

▽
病
院
、
学
校
等
の
消
防
訓
練
の
実
施

▽
旅
館
、
病
院
、
　
マ
ー
ケ
ワ
ト
お
よ
び

　
そ
の
他
の
事
業
所
等
危
険
物
製
造
所

　
等
の
特
別
査
察
の
実
施

　
　
〃

▽
タ
ノ
ク
ロ
・
り
の
路
上
立
入
り
検
査

　
の
実
施

▽
防
火
パ
レ
…
一
の
実
施

▽
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

▽
主
婦
の
防
火
教
育
の
実
施

▽
火
災
防
ぎ
ょ
演
習
の
実
施

▽
各
消
防
団
に
よ
る
消
防
機
庫
内
の
整

　
備
お
よ
び
消
防
逃
そ
う
整
備
の
実
施

▽
火
災
予
防
運
動
初
日
（
二
十
六
日
）

　
の
午
前
六
時
に
サ
イ
ノ
ノ
を
吹
鳴
す

　
る
．

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
”

　
　
　
　
　
　
　
一
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
一

　
〃
交
通
事
故
0
へ
の
願
い
〃
も
む
な

し
く
平
和
な
家
庭
を
一
瞬
に
し
て
悲
し

み
の
ど
ん
底
に
落
と
し
入
れ
る
交
通
事

故
は
、
日
夜
を
と
わ
ず
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
日
向
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故
発
生

状
況
を
み
ま
す
と
、
↑
月
二
十
日
現
在

発
生
件
数
三
百
三
十
三
件
、
死
者
十
六

人
、
負
傷
者
四
百
四
十
七
人
で
、
こ
れ

を
昨
年
の
同
期
に
比
較
し
ま
す
と
、
死

習
は
三
人
減
少
で
す
が
発
生
件
数
百
十

二
件
、
負
傷
者
百
八
十
人
と
い
ず
れ
も

大
幅
に
増
加
し
て
お
）
ま
す
。

　
事
故
の
主
な
原
因
は
、
無
謀
な
追
越

し
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
右
左
折
の
際
の

不
注
意
、
安
全
な
車
間
距
離
の
不
保
持

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
三
悪

の
な
か
て
最
も
悪
質
て
あ
る
飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
が
依
然
と
し
て
あ
と

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
か
加
わ
る
に
つ
双
、

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
勤
務

申
は
も
ち
ろ
ん
、
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら

饗網夢剛
∫　義沁＿
　　　　　趨一．

灘耀　礁麗聾航恥⊇　　笥御一き
躍．が　　　「礎

も
絶
対
に
飲
酒
運
転
な
ど
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
も
し
、
飲
酒
運
転
し

て
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
酒
酔
い

で
の
運
転
は
、
今
後
、
警
察
で
は
原
則

と
し
て
逮
捕
す
る
と
い
う
き
び
し
い
方

針
で
す
。

　
家
庭
に
お
い
て
も
職
場
に
お
い
て
も

つ
ぎ
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、
飲
酒
運
転

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
会
社
、
事
業
所
等
、
職
場
で
は
酒
類

　
は
絶
対
に
提
供
し
な
い

○
飲
酒
の
場
所
へ
は
車
を
運
転
さ
せ
て

　
行
か
せ
な
い

○
さ
か
ず
き
一
ば
い
で
も
飲
ん
だ
人
に

　
は
運
転
を
さ
せ
な
い
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文化功労者

んさ治重中田

　
市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
四
十
八
年

度
日
向
肖
文
化
功
労
者
に
田
中
重
治
さ

ん
（
七
十
三
歳
1
1
日
知
屋
江
良
）
を
決

め
、
十
一
月
三
日
の
「
文
化
の
日
」
に

授
賞
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
大
正
十
四
年
日
本
医

学
専
門
学
校
卒
業
後
、
昭
和
三
年
六
月

日
向
市
大
字
日
盛
屋
八
、
〇
七
〇
番
地

に
内
科
医
院
を
開
業
、
そ
の
後
昭
和
四

年
学
校
医
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
現
在

ま
で
の
四
十
余
年
間
の
永
き
に
わ
た
り

児
童
生
徒
の
保
健
向
上
に
尽
く
さ
れ
、

ま
た
身
体
の
弱
い
人
や
恵
ま
れ
な
い
人

々
に
は
、
深
く
同
情
を
寄
せ
ら
れ
、
人
間

味
あ
ふ
れ
る
人
柄
は
、
つ
ね
に
地
域
住

民
の
信
望
を
あ
つ
め
、
こ
ん
日
な
お
多

く
の
人
か
ら
敬
慕
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
、
日
本
医
師
会
長
表

彰
。
昭
和
四
十
七
年
、
県
教
育
委
員
会

表
彰
。

　
田
申
さ
ん
は
、
こ
ん
日
ま
で
の
四
十

五
年
間
医
業
ひ
と
す
じ
に
精
励
さ
れ
、

住
民
の
健
康
保
持
と
保
健
衛
生
思
想
の

普
及
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
は
、
多
大
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。

秋
の
叙
勲
に
四
氏

　
昭
和
四
十
八
年
秋
の
叙
勲
で
、
つ
ぎ

の
か
た
が
た
が
晴
れ
の
栄
誉
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。

◇
勲
四
等
瑞
宝
章

　
柏
田
勝
氏
（
7
0
）
（
畑
浦
）
日
地
方
自

　
治
◇
勲
六
等
瑞
宝
章

　
上
原
猛
（
6
0
）
（
江
良
）
一
郵
便
外
務

　
業
務

◇
橋
口
助
治
（
6
4
）
（
南
町
）
口
警
察
功

　
労
◇
勲
七
等
瑞
宝
章

　
児
玉
増
右
衛
門
（
5
7
）
（
切
島
山
一
区

　
）
“
道
路
舗
修

老
人
ス
ポ
ー
ツ
・
お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
・
青
年
祭
な
ど

　
秋
晴
れ
の
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ
て
、

十
月
二
十
六
日
に
「
日
向
地
区
老
人
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、
十
一
月
三
日
に
「

お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
大
会
」
が
、
十
一

月
四
日
に
「
青
年
祭
」
が
お
倉
が
浜
運

動
公
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
な
。

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
競
技
や
演

技
で
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　　
@　

@
灘

　　

@　

@　

K
ご

　
　
　
　
　
　
　
三
尊
瀞
噂
講
鳶

に
ぎ
わ
っ
た
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
ま
ず
十
月
二
十
六
日
に
行
な
わ
れ
た

「
日
向
地
区
老
人
ス
ポ
ー
ソ
大
会
」
に

は
地
元
日
向
市
を
は
じ
め
門
川
町
、
東

郷
町
、
西
郷
村
、
南
郷
村
、
北
郷
村
、

諸
塚
村
、
椎
葉
村
の
一
市
二
町
五
心
か

ら
六
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
が
、
貸

切
り
バ
ス
な
ど
で
運
動
公
園
に
集
ま
り

午
前
十
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
、
約
千

人
の
お
と
し
よ
り
が
正
々
堂
々
入
場
行

動

塾
懇

鷹翼
冊
騨

（
写
真
上
は
五
十
メ
ー
ト
ル
競
走
、

　
　
　
　
　
　
下
は
余
興
隊
の
お
ど
り
）

進
を
行
な
い
ま
し
た
．

　
各
団
の
代
表
選
手
は
、
〃
若
い
者
に

は
負
け
て
お
れ
な
い
〃
と
、
五
十
耕
競

走
、
地
球
こ
ろ
が
し
、
お
し
や
み
入
れ

安
全
運
転
、
び
ん
た
お
し
、
ボ
ー
ル
投

げ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
、
ゆ
っ
く
り

急
い
で
な
ど
の
競
技
に
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
が
珍
プ
レ
ー
な
ど
が
続
出
　
　
。

　
ま
た
昼
食
時
に
は
、
各
市
町
村
の
余

興
隊
が
グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
く
り
出

し
、
い
っ
ぽ
う
で
は
市
内
の
幼
稚
園
の

園
児
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
塩
見
青
年
団
の

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
特
別
参
加
が
あ
る

な
ど
、
こ
の
大
会
は
一
段
と
盛
り
あ
が

り
、
な
ご
や
か
な
楽
し
い
一
日
で
し
た

　
ま
た
、
こ
と
し
で
第
三
回
目
を
迎
え

た
「
日
向
市
お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
大
会

」
は
、
十
一
月
三
日
に
お
倉
が
浜
運
動

公
園
で
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

　
当
日
は
、
朝
か
ら
強
い
風
　
　
こ
と

し
初
参
加
の
大
王
谷
校
区
を
含
め
て
九

つ
の
校
区
か
ら
集
ま
っ
た
約
三
干
人
の

お
か
あ
さ
ん
が
た
は
、
こ
の
日
ば
か
う

は
家
庭
を
は
な
れ
て
大
ハ
ノ
ス
ゥ

色
と
り
ど
り
の
博
し
よ
う
を
つ
け
た
応

援
団
の
声
援
を
う
け
な
が
ら
、
つ
ぎ
つ

ぎ
に
行
も
、
5
わ
れ
る
競
技
に
い
っ
し
ょ
う
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け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
大
会
の
最
大
の
呼
び
も
の

で
あ
る
仮
装
行
列
は
、
各
地
区
と
も
装

い
を
こ
ら
し
た
も
の
ば
か
り
－
集
ま
っ

た
人
た
ち
を
笑
い
の
う
ず
に
巻
き
こ
ん

で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
お
と
う
さ
ん
や
子
ど
も

さ
ん
は
、
も
っ
ぱ
ら
ス
タ
ン
ド
か
ら
応

援
　
明
る
い
笑
い
と
な
ご
や
か
な
秋
の

一
日
：
ま
さ
に
お
か
あ
さ
ん
デ
ー
て
し

た
。　
ま
た
、
〃
日
向
市
か
ら
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
の
青
年
を
な
く
そ
う
〃
と
い
う
目
的

で
「
第
四
回
日
向
市
青
年
祭
」
が
十
一

月
四
日
同
し
お
倉
が
浜
運
動
公
園
で
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
会
場
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
、
野
球
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
柔
剣
道
大
会
な
ど
が
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
大
会
仮
装
行
列

・
婁
毒
㌦
瓦

あ｝蔑辮

あ醤纏ρ
　　稀輪

幽

二

野・ 妻

≧薦

　
こ
と
し
も
ま
た
火
災
の
ソ
ー
ズ
ノ
を

迎
え
て
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二

月
二
日
ま
で
の
七
日
間
、
全
国
い
っ
せ

い
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。　
火
災
で
最
も
お
そ
ろ
し
い
の
は
焼
死

事
故
で
す
。
こ
と
し
日
向
市
内
で
は
、

十
月
末
現
在
で
三
十
一
件
の
火
災
が
発

　
　
　
　
　
　
　
　
生
し
、
七
千
四

　
　
　
　
　
　
　
　
百
十
万
円
が
灰

嚇甕i煙毒縷隣＝
…

一秋の火災予防運動一

に
な
っ
て
い
ま

す
．　
幸
い
焼
死
者

は
出
て
い
ま
せ

ん
が
、
他
の
地

方
で
は
、
新
聞

の
社
会
面
に
毎

日
の
よ
う
に
「

一
家
○
人
焼
死

：
：
・
」
と
か
「

幼
い
兄
弟
逃
げ

お
く
れ
て
焼
け

死
ぬ
・
…
」
と

か
「
体
の
不
自

由
な
老
婆
焼
死

体
で
発
見
」

な
ど
の
悲
し
い

記
事
が
載
っ
て

い
ま
す
。

　
「
あ
の
と
き
も
う
一
度
見
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
」
で
は
お
そ
す
ぎ
る
の
で
す

　
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
や
不
始
末
、
不
注
意
か
ら
起
き

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
火
災
が
い

か
に
恐
ろ
し
い
か
と
い
う
こ
と
を
再
認

識
し
、
近
づ
く
火
災
シ
ー
ズ
ノ
に
備
え

て
万
全
の
防
火
対
策
を
立
て
て
お
き
ま

し
よ
う
．

　
市
消
防
署
て
は
、
各
家
庭
て
の
火
の

取
り
扱
い
や
後
始
末
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

◎
火
災
予
防
運
動
重
点
事
項

　
○
家
庭
に
お
け
る
火
災
予
防

ω
老
人
、
病
人
、
子
ど
も
は
、
二
階
ま

　
た
は
出
入
口
か
ら
離
れ
た
場
所
な
ど

　
避
難
困
難
な
場
所
に
は
就
寝
さ
せ
な

　
い
。
②
正
し
い
喫
煙
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
は
か

　
り
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
寝
た
ま

　
こ
の
防
止
を
は
か
る
。

㈹
各
家
庭
に
は
必
ず
消
火
器
を
備
え
つ

　
け
る
と
と
も
に
、
消
火
器
の
正
し
い

　
取
り
扱
い
と
維
持
管
理
の
徹
底
を
は

　
か
る
。

ω
風
呂
、
か
ま
ど
、
ガ
ス
器
具
、
ス
ト

　
ー
ブ
、
電
熱
器
具
等
は
、
つ
ね
に
占
ハ

　
検
し
破
損
や
故
障
は
、
た
だ
ち
に
修

　
理
す
る
。

㈲
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
、
火
を
使
用

　
す
る
器
具
は
、
ほ
か
の
物
品
に
燃
え

　
移
ら
な
い
安
全
な
場
所
に
置
く
。

⑥
万
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
際

　
の
通
報
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
容
易

　
に
通
報
が
で
き
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め

　
隣
近
所
と
話
し
合
っ
て
お
く
。

　
○
族
館
、
病
院
、
百
貨
店
、

　
　
地
下
街
に
お
け
る
火
災
予
防

ω
消
防
用
設
備
等
の
点
検
を
行
な
う

ω
避
難
路
の
確
保

㈲
避
難
訓
練
の
実
施

　
○
工
場
、
作
業
場
の
火
災
予
防

ω
危
険
物
等
の
施
設
の
自
主
点
検

②
従
業
員
等
の
保
安
教
育
の
実
施

◎
な
お
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
本

市
で
実
施
さ
れ
る
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お

り
て
す
。

▽
消
防
団
員
に
よ
る
防
火
査
察
の
実
施

▽
ひ
と
り
暮
ら
し
家
庭
の
防
火
査
察
の

　
実
施

▽
病
院
、
学
校
等
の
消
防
訓
練
の
実
施

▽
旅
館
、
病
院
、
マ
ー
ケ
ヴ
ト
お
よ
び

　
そ
の
他
の
事
業
所
等
危
険
物
製
造
所

　
等
の
特
別
査
察
の
実
施

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
、
、

▽
タ
ノ
ク
ロ
ー
リ
の
路
上
立
入
り
検
査

　
の
実
施

▽
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

▽
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

▽
主
婦
の
防
火
教
育
の
実
施

▽
火
災
防
ぎ
ょ
演
習
の
実
施

▽
各
消
防
団
に
よ
る
消
防
機
庫
内
の
整

　
備
お
よ
び
消
防
八
そ
う
整
備
の
実
施

▽
火
災
予
防
運
動
初
日
（
二
十
六
日
）

　
の
午
前
六
時
に
サ
イ
レ
ノ
を
吹
鳴
す

　
る
．

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
”

　
　
　
　
　
　
　
1
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
i

　
〃
交
通
事
故
0
へ
の
願
い
〃
も
む
な

し
く
平
和
な
家
庭
を
一
瞬
に
し
て
悲
し

み
の
ど
ん
底
に
落
と
し
入
れ
る
交
通
事

故
は
、
日
夜
を
と
わ
ず
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
日
向
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故
発
生

状
況
を
み
ま
す
と
、
十
月
二
十
日
現
在

発
生
件
数
三
百
三
十
三
件
、
死
者
十
六

人
、
負
傷
者
四
百
四
十
七
人
で
、
こ
れ

を
昨
年
の
同
期
に
比
較
し
ま
す
と
、
死

習
は
三
人
減
少
で
す
が
発
生
件
数
百
十

二
件
、
負
傷
者
百
八
十
人
と
い
ず
れ
も

大
幅
に
増
加
し
て
お
う
ま
す
。

　
事
故
の
主
な
原
因
は
、
無
謀
な
追
越

し
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
右
左
折
の
際
の

不
注
意
、
安
全
な
車
間
距
離
の
不
保
持

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
三
悪

の
な
か
て
最
も
悪
質
て
あ
る
飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
が
依
然
と
し
て
あ
と

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
か
加
わ
る
に
つ
れ
、

飲
酒
の
機
会
か
多
く
な
り
ま
す
。
勤
務

申
は
も
ち
ろ
ん
、
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら

蟹剛甲羅

磯鱒

も
絶
対
に
飲
酒
運
転
な
ど
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
も
し
、
飲
酒
運
転
し

て
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
酒
酔
い

で
の
運
転
は
、
今
後
、
警
察
て
は
原
則

と
し
て
逮
捕
す
る
と
い
う
き
び
し
い
方

針
で
す
。

　
家
庭
に
お
い
て
も
職
場
に
お
い
て
も

つ
ぎ
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、
飲
酒
運
転

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
会
社
、
事
業
所
等
、
職
場
で
は
酒
類

　
は
絶
対
に
提
供
し
な
い

O
飲
酒
の
場
所
へ
は
車
を
運
転
さ
せ
て

　
行
か
せ
な
い

○
さ
か
ず
き
「
ぽ
い
で
も
飲
ん
だ
人
に

　
は
運
転
を
さ
せ
な
い
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毎
週
水
曜
日
に

　
消
費
生
活
相
談

　
県
主
催
の
消
費
生
活
相
談
は
、
従
来

毎
月
一
回
（
第
三
水
曜
旦
行
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
の

要
望
に
よ
り
、
十
月
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う

に
毎
週
水
曜
日
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
本
庁
1
1
第
一
水
曜
日

▽
細
島
支
所
1
1
第
二
水
曜
日

▽
岩
脇
支
所
1
1
第
三
水
曜
日

▽
美
々
津
支
所
目
第
四
水
曜
日

　
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

　
食
料
品
、
洗
剤
、
衣
料
品
、
電
気
製

品
等
の
生
活
必
需
品
を
買
っ
て
、
内
容

と
表
示
が
違
っ
て
い
る
と
か
、
不
良
品

で
あ
っ
た
と
か
、
消
費
生
活
面
で
い
ろ

い
ろ
と
お
困
り
の
点
や
お
気
づ
き
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
相
談
日
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

成
人
式
典
参
加

　
申
し
込
み
は
早
め
に

　
市
で
は
来
年
一
月
十
五
日
（
成
人
の

日
）
に
、
新
ら
し
く
二
十
歳
を
迎
え
る

青
年
を
祝
い
励
ま
す
「
成
人
式
典
」
を

行
な
い
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た
で
す
．

　
式
典
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
氏
名

住
所
、
生
年
月
日
、
勤
務
先
、
世
帯
主

名
を
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
日

向
市
本
町
十
番
五
号
、
電
話
二
、
二

一
番
、
内
線
四
三
六
）
ま
で
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
郵
便
、
電
話
で
も
け
っ

こ
う
で
す
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は
十

二
月
十
日
（
月
）
ま
で
で
す
”

　
申
し
込
み
を
さ
れ
た
か
た
に
は
、
後

日
葉
書
で
案
内
状
を
差
し
あ
げ
ま
す
、

産
業
開
発
青
年
隊
員
募
集

　
県
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
の
「
産

業
開
発
青
年
隊
」
に
入
隊
す
る
若
い
人

た
ち
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
産
業
開
発
青
年
隊
は
、
働
き
な

が
ら
学
び
、
将
来
は
建
設
技
術
者
と
し

て
自
立
し
よ
う
と
い
う
若
い
人
た
ち
に

建
設
技
術
習
得
を
目
的
と
し
て
、
実
習

を
さ
せ
な
が
ら
、
一
般
教
育
お
よ
び
技

術
教
育
（
測
量
、
建
設
、
機
械
土
木
施

工
、
自
動
車
工
学
等
）
を
一
年
間
み
っ

ち
り
習
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す

▽
募
集
人
員
九
十
人
。

▽
応
募
資
格
1
1
満
十
八
歳
か
ら
二
十
五

　
歳
ま
で
の
心
身
健
全
な
独
身
男
子
で

　
共
同
生
活
に
た
え
ら
れ
る
人
。
学
歴

　
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
締
め
切
り
1
1
昭
和
四
十
九
年
一

　
月
二
十
日
（
日
）

▽
選
考
日
睦
昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日

　
（
金
）

▽
選
考
場
所
1
1
延
岡
市
、
県
総
合
事
務

　
所
　
く
わ
し
く
は
、
日
向
土
木
事
務
所
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
　
（
受
験
申
し
込

み
書
は
同
所
に
あ
り
ま
す
。
）

水
道
施
設
の
修
理
は

　
管
工
事
臨
同
組
合
へ

　
給
水
管
の
漏
水
修
理
な
ど
は
今
ま
で

市
水
道
課
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

九
月
一
日
か
ら
日
向
管
工
事
協
同
組
合

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
管
の
漏
水
修
理
な
ど
は
、
電
話

八
二
二
五
番
、
日
向
管
工
事
協
同
組
合

（
市
水
道
課
と
な
り
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

毎
週
不
曜
日
に
手
話
講
習
会

　
耳
が
聞
こ
え
ず
言
葉
も
話
せ
な
い
人

た
ち
は
、
日
常
生
活
の
会
話
手
段
と
し

て
「
手
話
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
「
手
話
」
が
聞
こ
え
る
人
た
ち
に

理
解
さ
れ
ず
、
話
し
た
く
て
も
言
え
な

い
（
通
じ
な
い
）
聞
き
た
く
て
も
聞
け

な
い
な
ど
社
会
全
般
に
わ
た
っ
て
大
き

な
苦
し
み
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
手
話
講
習
会
は
、
聞
こ
え
る
人

た
ち
も
ろ
う
あ
者
の
言
葉
で
あ
る
「
手

話
」
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
ろ
う
あ
者

と
聞
こ
え
る
人
た
ち
と
で
会
話
が
で
き

ろ
う
あ
者
の
社
会
生
活
を
不
安
の
な
い

豊
か
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▽
開
講
1
1
毎
週
木
曜
日
、
午
後
六
時
三

　
十
分
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で

　
日
向
市
役
所
委
員
会
室
（
二
階
）

▽
対
象
者
1
1
年
令
、
性
別
は
問
い
ま
せ

　
ん
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
会
費
1
1
無
料

▽
そ
の
他
1
1
講
習
を
終
了
さ
れ
た
か
た

　
は
県
に
登
録
さ
れ
、
県
知
事
か
ら
手

　
話
通
訳
奉
仕
員
証
と
バ
ッ
ジ
が
交
付

　
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
福
祉
事
務
所
）

出
か
せ
ぎ
者
お
よ
び

る
す
家
族
の
み
な
さ
ん
へ

　
本
市
か
ら
、
主
に
関
西
、
関
東
方
面

に
百
人
以
上
の
み
な
さ
ん
が
出
か
せ
ぎ

に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
は
、
出
か
せ
ぎ
先
で
の
死
亡
、

傷
病
、
賃
金
不
払
い
等
の
事
故
や
る
す

家
族
の
不
安
、
悩
み
ご
と
等
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
般

県
と
市
が
一
体
と
な
り
、
出
か
せ
ぎ
に

行
か
れ
る
み
な
き
ん
が
安
心
し
て
出
か

せ
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
「
援

護
協
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
会
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
、
い

く
つ
か
の
特
選
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て

の
か
た
が
会
員
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。

◎
協
会
は
ど
ん
な

　
　
事
業
を
行
な
う
か

　
出
か
せ
ぎ
先
で
の
災
害
や
事
故
発
生

時
の
援
護
、
就
労
前
の
安
全
講
習
会
、

就
労
前
の
安
全
就
労
集
会
、
健
康
診
断

相
談
員
の
設
置
、
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
の

送
付
、
就
労
先
で
の
各
種
懇
談
会
等
の

事
業
を
行
な
い
ま
す
。

ω
弔
慰
金
、
見
舞
金
の
支
給

　
①
弔
慰
金
（
死
亡
）
目
十
万
円
。

　
②
見
舞
金
（
入
院
治
療
）

　
　
　
・
一
ヵ
月
以
上
1
1
一
万
円
～
二

　
　
　
　
万
円
。

　
　
　
・
不
具
廃
疾
1
1
七
万
円
。

ω
賃
金
不
払
い
の
一
時
立
替
え

　
就
労
先
事
業
所
で
賃
金
不
払
い
に
な

　
つ
た
と
き
は
、
そ
の
賃
金
の
一
部
を

　
立
替
え
ま
す
。

㈲
安
全
講
習
会
の
開
催

　
は
じ
め
て
出
か
せ
ぎ
者
と
し
て
就
労

　
す
る
か
た
を
中
心
と
し
て
安
全
を
確

　
保
す
る
た
め
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

◎
会
員
に
な
る
資
格
と

　
　
　
　
加
入
手
続
き

　
日
向
市
を
離
れ
て
他
に
雇
わ
れ
て
一

ヵ
月
以
上
一
年
未
満
働
き
に
出
る
人
（

県
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
。
）
は
、
ど
な

た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　
加
入
ご
希
望
の
か
た
は
、
日
向
市
役

所
生
活
課
で
加
入
申
し
込
み
書
に
二
百

円
（
年
額
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
き
い
．

口聯〃“。〃伽鰍』人

、
い
彗

　
　
　
増

　
　
　
入

　　　（11月1日現在）

男　23，998人　甜入増

女　27，069人　44人増

計　51，067人　112人増

世帯数

　　　　14．487　　　網増
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